
 

 

プレアボイドニュース 2024 年 11月号 

2024年 11月 15日 

薬剤部 薬品情報管理室 

 

徐放性製剤の代替薬を提案した例 

プレアボイドとは薬学的ケアから患者の不利益（副作用、相互作用、治療効果不十分など）を回避

あるいは軽減した事例を意味します。今回は、術後に内服薬を懸濁して投与することとなった患者

について、持参薬の粉砕・懸濁可否を確認し、徐放性製剤の代替薬を提案することで、有効性およ

び安全性の向上に寄与したプレアボイドを紹介いたします。 
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患者背景 
 

▶原疾患に対する手術目的で入院された患者 

   

【持参薬（一部抜粋）】 

・ニフェジピン CR錠 20mg 1回 1錠、1日 1回 

（※高血圧症に対して使用） Aさん 

その後、担当医にアムロジピン OD錠への変更を提案し、 

提案通り処方された。アムロジピン OD錠に変更後、 

血圧は基準値内で推移した。 

持参薬の粉砕・懸濁可否を確認し、徐放性製剤の代替薬 

を提案することで、有効性・安全性の向上に寄与できた。 

薬剤師 看護師 

手術された A さんについて、明日から持参薬が再開になりますが、 

術後で錠剤が飲めないため、薬剤を懸濁して服用する予定です。 

持参薬の内容を確認してもらえないでしょうか。 

情報提供をありがとうございます。確認して、また連絡しますね。 

持参薬確認後 

A さんの持参薬ですが、降圧薬のニフェジピン CR錠を服用されて 

おりました。徐放性製剤であり、粉砕や懸濁することができない薬剤 

です。代替薬としては、同効薬のアムロジピン OD錠が候補に 

なるかと思いますので、担当医に提案してみますね。薬の成分が 

変わりますので、念のため血圧の推移に注意してください。 

ニフェジピン CR錠以外は、粉砕・懸濁可能な薬剤です。 

ありがとうございました。血圧に注意しますね。 

ニフェジピン CR錠などの徐放性製剤の 

取り扱い時の注意について、PMDAより 

医療安全情報が発出されております。 

https://www.pmda.go.jp/files/000251752.pdf 
No.65（2023 年 3月） 


